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1.大鵬薬品の概略 



0. はじめに その１ 

大鵬薬品工業とは・・・ 

 

大塚グループ20数社の中核 

創業1962年 

2006年度（45期，2006.7-2007.6） 

       資本金                   2 億円 

   売り上げ   1,313 億円 

       経常利益      393 億円 

   従業員数      約2,400人 

   株配当    50～100% 

   主要品   制ガン剤・頻尿改善剤 

医薬品業界19位の中堅 東京・神田 



  



0. はじめに その１ 

しかし，1981年当時の労働条件は・・・ 

長時間労働 ・・・・・・・・・ 年間2,296時間．年間休日78日 

サービス残業の強制 ・・・ 3時間以上で残業手当 

基本的な手当て無し ・・・  住宅手当・家族手当などなし 

廃液垂れ流し ・・・・・・・・・  工場敷地内に穴堀り浸透 

自由にものが言えない ・・ 徒弟的関係 

働かせてやっている ・・・・ YESマン，米つきバッタ 

etc.  



  





0. はじめに その１ 

大塚グループの組合嫌い施策！ 

アース製薬（赤穂市） ・・・ 1969年の会社吸収時，労
働組合幹部を懐柔し組合を壊滅． 

ニチバン（入間市） ・・・ 1976年に資本参加した時，労
働組合を分裂させた．11年間労使紛争後，組合勝利
和解 

大塚製薬（徳島市） ・・・ 2002年アッセイ部門営業権と
従業員を他社に譲渡．組合結成，2年7ヶ月労使紛争
後，組合勝利和解・解散 



2.ダニロンとは 
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隠されたダニロン変異原性試験結果 

サルモネラ菌を用いた変異原性試験； 

肝臓の薬物代謝酵素(S-9)で前処理すると変異原性が陽性になる 

肝臓の薬物代謝酵素(S-9)なし 肝臓の薬物代謝酵素(S-9)あり 
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癌

結節性増殖巣

マウス癌原性試験結果（雄マウスの例） 

結節性増殖巣（前癌病変）がダニロンの投与量に応じて肝臓
に発生  癌への移行の危険性大 





1. 疑惑の抗炎症剤「ダニロン」問題の発火！ その１ 

社内の研究者： 

  多くは「ダニロン錠」販売に反対． 

  会議で反対，上司に販売反対進言． 

  しかし，会議を外され！脅された！ 

トップ会議： 

  副社長含めた会議で厚生省に申請決定． 

  都合悪い3種のデータ出さない方針決定． 

反対する研究者は  



1. 疑惑の抗炎症剤「ダニロン」問題の発火！ その１ 

秘密組織「ダニロン研究会」発足 

直訴グループ 

↓ 

社長 

投書グループ 

↓ 

厚生省・新聞社 

労働組合結成
グループ 

厚生省薬事審議会通過・製造販売承認！ 

素通り！！ 



3.ダニロン事件 





















4.医薬品データ不正事件 























1981年10月  大鵬薬品，ダニロン，データ隠し事件 

1982年09月  ミドリ十字，人工血液，データ書き換え事件 

1982年10月  日本ケミファ ，新薬（ノルベダン・シンナミン・トスカーナ)， 

      臨床試験データ捏造事件 

1983年03月  明治製菓・昭和大学，エクスラーゼ，犬毒性データ捏造事件 

1983年09月  フジサワ・国立予防衛生研究所，新薬申請データスパイ事件 

1983年12月  大鵬薬品，マイルーラ，副作用データ非報告事件 

1984年01月  チバガイギー・山之内，ブタゾリジン・タンデリール，副作用 

          データ隠し事件 

1984年02月  扶桑薬品， ビタミンＫ2注， 成分データごまかし事件 

1989年05月  ミドリ十字他血液製剤企業，血液製剤，副作用データ隠し事件 

  （薬害エイズ事件！ 日本エイズ第1号認定） 

1991年08月  大塚製薬，アーキンＺ錠，副作用データねつ造事件 

1994年05月  日本商事，ソリブジン，副作用データねつ造事件 

etc. 

相次ぐ製薬企業データ不正事件 



5.大鵬薬品の対応 



















6.マイルーラ事件 



 

















 





7.社内での闘い 





8.社外での闘い 









 











9.法廷闘争 









10.抗議行動 



 





 



 





11.闘争勝利和解 



 



19910808-1 大鵬薬品労組闘争勝利報告集会 



データ不正事件を起こすのは 

もう こりごり・・ 

  今，大鵬薬品（会社）は．．．  

○ GLP（医薬品の安全性試験の実施に関する
基準）

*)
の遵守 

○ PL法（製造物責任法）への対応 

○ データを隠すよりも社員に公開する 

*)  現在は，『医薬品の安全性に関する非臨床試験の実施の基準（1999年3月
26日，厚生省令第21号）』 

 自社製品の安全性を確保 



12. 和解後の活動 



＝ 大鵬薬品労働組合の今日 ＝ 

〈労働条件の改善例（その1）〉 

製造現場での重量物運搬作業で腰痛 

 → フォークリフト導入，ローラーコンベアの設置 

〈労働条件の改善例（その3）〉 

製造現場で人手が足りず検査が手薄・クレーム連続 

 → 課長が組合に増員依頼 → 人事異動で増員 

〈労働条件の改善例（その2）〉 

高温作業現場休憩室にエアコンなく体調崩す 

 → 休憩室にエアコン設置 



20050503-1 中ノ島まつり反薬害キャンペーン 



19930424-1 患者の権利を考える徳島集会 





13.労働組合の社会的役割 







公益通報者保護法の概要 
平成1 7 年4 月 

内閣府 

公益通報者の保護を図るとともに、国民の生命、身体、財産その他の利益の保護にかかわ
る法令の規定の遵守を図り、もって国民生活の安定及び社会経済の健全な発展に資する
こと 
 

労働者（公務員を含む。）を以下のように保護 

  ① 公益通報をしたことを理由とする解雇の無効 

  ② 労働者派遣契約の解除の無効 

  ③ その他の不利益な取扱い（降格、減給、派遣労働者の交代を求めること等）の禁止 
 

（４）通報先と保護要件 

通報先に応じて保護要件を設定 

  ① 事業者内部：1）不正の目的でないこと 

  ② 行政機関：1）のほか、2）真実相当性を有すること 

  ③ 事業者外部：1）及び2）のほか、3）一定の要件（内部通報では証拠隠滅のおそれが
あること、書面による内部通報後20日以内に調査を行う旨の通知がないこと、人の生命・身
体への危害が発生する急迫した危険があることなど）を満たすこと 









おわり 


